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はじめに

交野市域には出現期

から終末期に至る数多

くの古墳が存在、又は

存在 していた。

これらの古墳は一般

的には前期、中期、後

期の三つの時期に区分

される。市域において

は森古墳群 (前期 )、

車塚古墳群 (中期 )、

寺古墳群や倉治古墳群

(後期)力 そ`れらの時

期に位置づけられる。

車塚古墳群の造営時期と被葬者の性格について

図 1車 塚 古 墳 群

ここでは、中期古墳群である車塚古墳群について、その造営時期と被葬者の性格に

ついて考察する。

車塚古墳群は 1972年 の府立交野高校建設に先立つ事前調査にて発見された古墳
群で、それ以前は第 1号古墳 (東車塚古墳)の台地状の畑が車塚と呼ばれていたが古
墳との認識は薄かった。また、第 6号古墳 (大畑古墳)についても、その墳丘を分断
する形で道路が建設された際、古墳の副葬品と推定される遺物が出土したが、その所

在については今もつて未確認のままである。

現在、この古墳群には少なくとも7基の古墳の存在が認められる。その内 5基につ
いては調査が行われているが、残 り2基 (第 2・ 仮称 7号墳)については未調査とな
つている。

1 古墳の概要と造営時期

(1)中期古墳の特徴

中期古墳の時期になると前方後円墳の造営は特定の大型古墳に限られ、その他の古

墳は円墳 ,方墳・帆立貝形古墳の造営が顕著になる。また、古墳に納められる棺も木

製から石製のものに変化 していき、副葬品も呪術的 (祭祀的)な ものから甲冑や馬具
といつた鉄製品が多く冨1葬され、軍事的な様相が濃くなる。

(2)古墳の概要

第 1号古墳 (東車塚古墳)

墳長 5811n以上を測る前方後方墳.埋葬施設は本棺直葬で8m以上を測る割竹形木
棺からは鏡、筒形銅器等の銅器、鉄刀や甲冑などの鉄製品、それに勾玉や管玉などの

玉類が多数出上した。墳丘は上部が削平されていたが、円筒埴輪の他、家形埴輪等の



形象埴輸が出土した。

第 3号古墳 (東車塚南古墳)

墳丘の径 22.4mを 測る円墳で、墳丘は削平され基底部には葺石が僅かに残る。
墳丘を巡る周濠は方形を呈することから日の丸古墳と呼ばれる。周濠内からは円筒埴

輪や家形埴輪・盾形埴輸・短甲形埴輸等が出土した。

第 4号古墳 (西車塚南古墳)

墳丘の径 17mを 測る円墳で、墳丘は削平され、巾2.8m～ 3mの周濠内からは
円筒埴輸、朝顔形埴輪、動物形埴輪等が出土した。

第 5号古墳

墳丘の径 16.5mを 測る円墳で、周囲に中2.2mの 周濠を巡らす。墳丘は削平
され周濠内からは円筒埴輸、朝顔形埴輸、動物形埴輸等が出土した。

第 6号古墳 (大畑古墳 )

墳長約 85m、 後円部径約 50mを 測 り、車塚古墳群の中では最大の古墳である。
墳丘上には住宅が建ち、古墳のくびれ部付近を道路によって切断されている。墳丘か

らは円筒埴輸が出上した。また、近年の調査で葺石が確認されている。

(3)交野の古墳造営時期について

表 1

森 6号地点
(古墳)

二重回縁壺 布留 0式

(纏巻 4類 )

3C後葉 (270～ 290)
「石野博信・関川尚功」纏向

編年より

森第 1号古

墳 (雷塚)

二重回縁壺

直口壺

布留 I式

(纏巻 5類 )

3C末葉～4C前半
〃

森第 3号古
墳

(山神古墳)

車塚第 2号

古墳 (西 車

塚古墳)

円筒埴輪 黒班有

A種 ヨコハケ

方形のスカシ

～ 5C前葉
4C中葉
～4C中葉

外面調整にタテハケ

でも早い時期 (4C
円筒埴輪    |

に混じりA種ヨコハ

前半)に位置づけら

"贄

調

|

ケがみられ、川西編年のⅡ期

れる。

～ 5C前葉
不明

4C中葉～ 6C
交野市の埴輪 (交

墳とあるが、現在の

野市教育委員会)で
採取資料では4C中

は、第 1号古墳に先行する古

葉から5C前葉に留める。
車塚第 1号

古墳 (東 車

塚古墳)

円筒埴輸 黒班有

A種 ヨコハケ
Bb種 ヨコハケ

○と長方形のスカシ

～ 5C前葉
4C中葉
4C後葉～ 5C中薬 (津堂
城山古墳・中津媛古墳)

～ 4C中葉
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車塚第

古墳

帯突
　
　
　
　
　
　
一

の
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形
　
　
　
　
　
　
一

台
　
　
　
　
　
　
一

付

　

一

号
　
　
　
　
　
　
一

4C中葉～ 5C中葉
4C中葉～ 5C前葉
4C後葉～ 5C前葉
4C後葉～ 5C前葉

上記の埴輸・副葬品から上限の時期が4C後葉とされ、下限は 5C前葉となる。
さらに埴輪に施されたヨコハケが、A種からB種ヨ_・ハケヘの移行期の4C後葉、
また、冑が出現期の物とされ、埋葬までの使用期間を考えると、4C末葉～ 5C初
頭の造営とみる。

車塚第 3号

古墳 (東 車

塚南古墳)

円筒埴輪

短甲形埴輪

～ 5世紀前葉

4C後葉～ 5C前葉
4C後葉～ 5C前葉

第 1号古墳と大きな時期差は認められない。長方板革綴短甲の出現を

5C初頭とみる説もあり、第 1号古墳より時期がやや下るとみる。
車塚第 6号
古墳

(大畑古墳)

5C後半～

(土師ニサンザイ古墳・允恭

陵古墳)

円筒埴輸 Bd種ヨコハケ
3突帯 4段構 成 で

2・ 3段に 2孔づ

つのスカシ

外面調整のBd種 ヨコハケから、 5C後半の460～ 480年 頃の造
営とみる。

車塚第 5号

古墳

”　
”
　

　

”

葉

葉

　

葉

ユ制
　
由
‐　
　
　
平削

Ｃ
　
Ｃ

　

　

Ｃ

５
　
４

　

　

５

スのコノ、ヶ嘲
種ョ
卿
シ
讚

Ｃ

２

カ

須

円筒埴輪

C種ヨコハケは須恵器生産からとりいれた技法であり、森ilB跡や私部
南遺跡での須恵器の初現が 1-3(中 村編年)以降とされ、埴輸はそ
れ以降の製作と推測されることから5C後葉の造営とみる。

車塚第 4号
古墳

円筒埴輪 タテハケ

須恵質 (含 )

”　

”

葉

葉

一

後

前

一

Ｃ
　
Ｃ
一

５

　

５

・

外面調整がタテハケのみで車塚古墳群では最も新しい 5世紀後葉から

6世紀前葉の造営とする。

※ 各古墳の造営時期については、主に図 2・ 図3と 交野市教育委員会発行の報告書「交
野市の埴輸」と「交野東車塚古墳」を基本とした。

(4)車塚古墳群の造営難問
表 1の造営編年から第 1号古墳から第 6号古墳の造営期間は、上限が4世紀末から
5世紀初頭の 390～ 410年 頃、下限が 6世紀前葉となる。ただ、未調査の古墳の
造営年代 力`明らかになればもう少しその期間は拡大するとみられる。
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4世紀 5世紀 6世紀

前 期 古墳 時 代 中 期 後 期

須恵器 尋po l TK23 1 fマ

=角板革綴衝角付冑
|

―角形の鉄板を革組で

鉄鋲で留めることで
しつかりとします。

綴じ合わせています  1

図2 甲冑の種類と流行

2 車塚古墳造営期の国内外の 1青勢

(1)朝鮮半島の情勢
3世紀後半以降、楽浪郡と帯方郡の二郡が実質的に無力化し、 313年 には楽浪郡
が翌年には帯方郡が高句麗に滅ぼされる。この結果、半島南部の諸国 (馬韓 。辰韓・

弁韓)に も変化がみられ、馬韓諸国では自済国 (百済)が、辰韓諸国の中では斯慮国
(新羅)が台頭する。 (弁韓諸国では、そのような統一国家の台頭はなかった。)ま
た、これまで楽浪・帯方郡に供給されていた弁・辰諸国の鉄は倭に供給されるように

図3 各時期の埴輪の特徴と流行

‐4



なり倭 と伽耶 (韓国の洛東江中
・ 下流域に近接 した国々)地域
との関係が強化 される。高句麗

の脅威に対抗する形で百済・伽

耶諸国が倭 との関係を深めたの

に対 して、新羅 (斯慮)は高句
麗に従属する形で関係を深める.

この時期の伽耶地方における

墳墓を概観すると、 4世紀前半
では楽浪郡からの影響と見られ

る単椰の本椰墓が主流であった

が、竪穴石椰墓もみ られるよう

になる。また、本椰 も副椰をも

つようになる。

4世紀後半に築かれた金官加

シ＼〆
′/

■ 本 海

贅 海
Ite=古

僣綸耐壌ごこつ月薔里
争宿8輛キ古墳群

簡痺 彙撥,

ノ
ハ

′   栞 シ 十 梅

資むう鍼本電古書         ′
°

羅国の大成洞古墳からは錨留短甲 (4
世紀後半)・ 鉄轡が、また倭系遺物 と

して筒形 (?)・ 巴形銅器,碧玉製品、
土師器 (布留式土器)が出土してお り、

当時の朝鮮南部と倭国との深い関係が

認められる。 4世紀の金官加羅の支配
者は、前世紀と違い祭祀一致的なもの

から騎馬武者型といった軍事的な姿ヘ

と変貌していく。

5世紀になると、北魏の河北統一に
より南進策をとった高句麗の影響で、

3世紀後葉から5世紀前葉まで伽耶
地域の中′いであった金官力o羅国は衰退

し、その中心は北部の高霊 (5世紀後
葉～ 6世紀中葉)に移る。
しか し、 5世紀半ばからは新羅の勢
力が次第に伽耶諸国に及んでくる。

5世紀における伽耶諸国の墳墓をみると、前葉においては、支配者級は本椰墓に固
執するが新羅と同様、伽耶においても近代化、軍事化が見られる。
5世紀中葉になつて福泉洞 (釜山市)の丘陵上に始めて石椰墓が出現 し、 (5世紀
から首長墓は丘陵の頂上に築かれる。)後葉になると高霊様式の上器が伽耶西南地域
に拡がり、これまでの無蓋式高杯は伽耶と新羅の様式が共存する有蓋式高杯にとって
変わられ、新羅の影響が及んでくるのが認められる。
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(2)国 内の1青勢

4世紀末葉以降、それまで一貫 し
て奈良盆地に営まれてきた倭国の王

墓は、大阪平野の百舌鳥・古市に造

営されるようになる。この動向につ
｀
いて、古墳はその政治勢力の本拠地

に営まれるとの考えから、大阪平野 400年

南部に王権勢力が移動 したとの説 (河

内王朝説)が生まれた。
先述のとお り、この時期は朝鮮半

島情勢が大きく変動するときである。

この動きに運動するかのように国内

においても前期古墳の鏡や石製品など 図 6 大型古墳の編年
の呪術的な性格の副葬品が鉄器や武具などの武人的なものに変化する。
このような鉄器生産や須恵器生産並びに馬の飼育技術を伝えたのは主に半島からの

渡来人であり、彼らの足跡は特に河内・和泉に多く残る。

古墳の造営においても、中期になると大王や畿内の有力勢力と、彼らと関係の深い

各地の有力首長だけが前方後円墳を造 り、中小の首長は円墳・方墳・帆立貝形古墳を
造る枠組 (和田晴吾)が出来、王権の支配関係がより強力なものとなる。
(3)北河内地域の情勢

北河内地域の出現期の古墳は天野川流域に集中して造営される。 3世紀後葉に森古
墳群の築造が始まって以降、4世紀初めには禁野古墳や万年寺山古墳が出現する。 4
世紀中葉になると、淀川の支流の穂谷川流域に牧野車塚古墳、また四條畷市域にも忍
丘古墳が造営される。

これらの古墳は埴輪祭祀や埋葬施設の違いから複数の首長系列によって形成された
と推定されている。そして、これらの首長が淀川や天野川水系の水運や大和盆地への

陸運を管掌したとされる。

5世紀を前後して車塚第 1号古墳と赤塚山古墳 (枚方市)がほぼ同時期に築造され、
それぞれ継起する古墳と共に古墳群を形成する。 (この時期、茨田・讃良郡では古墳
の造営はみられない。)

この時期の特徴として副葬品に朝鮮半島の影響が色濃くみられることである。また
その影響は集落遺跡にもみられ、特に茄子作遺跡の須恵器生産、森遺跡 。私部南遺跡
の鉄器生産、そして河内古湖周辺の蔀屋 (し とみや)北遺跡・讃良条里遺跡の馬飼に
渡来人の存在が指摘されている。

5世紀後半以降、数多く造られる小形の帆立貝古墳や円墳 (清滝古墳群・讃良岡山
古墳群や車塚古墳群の第 4・ 5号古墳)の被葬者には、このような渡来系の技術集団
の長が含まれているとみられる。
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3 車塚古墳の被葬者の性格

畿内においては纏向遺跡・ホケノ山古墳・勝山古墳などの調査により3世紀前半に
は古墳の造営が開始されたとみられている。

箸墓 (270～ 280頃)の造営年代とほぼ同じ時期の土器が森古墳群から出土じ
たことにより、 3世紀末には同古墳群も造営が開始されたとみる。
森古墳群の造営期間については、

4世紀後葉に至るまで連綿と造営
されていたことは推定できる。

このことは車塚古墳群と森古墳

群との造営期間に空白期間がみら

れないことを意味する。

また、両古墳群の墓域について

も、現在は水田や住宅街によって

離れているように見えるが車塚古

墳群は森古墳群に隣接する山地部

の裾野部に造営されてお り、墓域

がほぼ繋がる形で所在する。これ

らの理由から、車塚古墳群は森古

墳群に継起する豪族の古墳群であ

るとみてとれる。

従つて車塚古墳群の被葬者につ

いては墳形や出土した副葬品から、(1)森古墳の被葬者と血縁関係のある人物。(2)
倭政権に関係 した有力豪族と深い関係を持った豪族。 (3)倭政権の朝鮮半島 (伽耶
地域)進出に深く関係 した豪族。 (4)渡来系の鍛冶集団を掌握 した豪族ということ
になる。

交野地域に関係する有力な氏族 (豪族)と しては、中央の物部氏・息長氏や地域の
茨田連、交野連が想定される。 しかし、埼玉県の稲荷山古墳出上の鉄貪1銘文にあるオ

ワケ臣のように、これまで全く知られていない人物 (政権に深く関与 した人物であっ

ても)の可能性もある。
ここで森古墳群や車塚古墳群の被葬者に該当すると見られている氏族について概観
してみる。

物部氏

河内が本拠とされる物部氏は大和との繋がりも深い。軍事や刑罰に関わりが深いと

されるが、本来は神事や祭祀を司つた氏族とされる。垂仁朝に物部十千根 (と ちね)
が武器庫の管理を託されたとするが、石上神宮の創設から推定して 5世紀後半 (雄略
朝以後)の こととされる。履中朝に物部のイコフ、雄略朝に目 (め )が大連に就任す
る。そしてこの時期を同じくして石上周辺には巨大古墳が造営される。

鷲ピ
・      認躍議

「 “

群壼3)●
ロ

去泰嘉摯  二礫頭 藤の堂

tl雑嫁030
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図 7 北河内の古墳編年
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神武東征における鳥見の長髄彦 《物部氏の祖である宇摩志治 (う ましまじ)命の伯
父》の本拠地を「和名抄」に記す添下郡鳥見郷 (現生駒市から奈良市に含まれる地域)

と桜井市の鳥見山付近に比定する説がある。添下郡の地域では 4世紀後半に富雄丸山

古墳が造営される。肩野連の祖は、ニギハヤヒノミコト13世の孫の物部目連公の子、
物部臣竹連公とする。

古墳時代前期から祭祀を司つていた物部氏が台頭するのは倭政権 (河内王朝)の朝

鮮進出以降のこととされている。

慶、長氏

息長氏は、近江国坂田郡を本拠とする豪族である。「古事

記」は開化天皇の皇子の日子坐 (ひ こいます)王の末裔とす
るが様々な系図があり謎の多い氏族とされる。応神天皇の皇

子で仁徳天皇の異母兄弟にあたる若野毛二俣王 (わかぬけふ

たまたおう)の娘である田宮中媛 (たみやなかつひめ)が息

長氏の領地であつた枚方市の田宮郷を譲られたことや、田宮

中媛の姉妹が天皇家に嫁いでいることから交野市に残る「き

さいべ]や 「官田 (乾田)」 の地名がその由来に繋がつてい

るとみられている。また、天野川流域に神功皇后を祀る住吉神

社が数多く存在するのもこの関連とみられる。日本海沿岸や琵

琶湖並びに淀川水域の水路を管掌する氏族として交野地域と
Fi:

深い関係が窺える。

茨田連 図 8天野川沿岸の住吉神社

茨田郡の有力な豪族で神武天皇の子、彦人井耳命 (ひ こやいみみのみこと)を祖とす

る。茨田郡の茨田郷にあつた屯倉の管掌として勢力をふるう。

淀川水系に氏人が分布 し遭、長氏とも深い関係をもつとされる。

交野連

ニギハヤヒノミコトの 6世の孫、伊香色雄 (いかがしお)命の子の多弁宿禰 (たべのす

くね)を祖とする系図と同じく物部目連を祖とする系図がある。水野正好氏は、天皇家と

縁のある息長氏が私部を管掌し、その管理を交野連に託したとされる。

森古墳群の出現はこの地域と倭政権との関係を示 しているが、それ以前の庄内期に

おける交野地域 (枚方市を含む)は弥生時代後期の色相を色濃 く残す地域であつたこ

とが出土土器から指摘 されている。

また、天野川流域 (牧野古墳群を含む)の前期古墳を造営した集落が地域的に幾つかの

グループを形成 し、それぞれのグループに豪族が存在 していたとみられている。すなわち

互いの交流はあつてもまだ、確固とした従属関係はなかつたとみえるが、車塚古墳群の第

3.4.5号 古墳や枚方市の赤塚山古墳のように既に消滅している古墳も多く、現存する
古墳だけで判断するのは問題が残る。

しかし、北河内における前 。中期古墳の墳形や副葬品の特徴、当時の倭政権の支配制度

《部民 (べみん)制度・氏 (う じ)姓 (かばね)制度》並びに様々な技術革新をもたら
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した渡来人の動向と彼らを管掌したであろう豪族を概観すると、3世紀から4世紀前半頃

までの交野市域の豪族は倭政権に「朝貢」するような形の関係で結ばれていたが、まだか

なりの独立性を有していたとみられる。しかし、4世紀後葉までには従属的な形で直接倭

政権、又は物部氏のような有力豪族の支配体制に組み込まれてぃつたとみられる。

このように考えると、森古墳の被葬者は交野郡全域を支配 した豪族ではなく、中央

では、何々 (交野郡の部分的な地域名)の何々彦と呼ばれた人物とみられる。また、
図 7か ら北河内では森・車塚古墳群のように継起する古墳群が存在 しないこと、継体

天皇が即位された所を茨田や交野と記さず 「樟葉」とあること、並びに交野郡と分離

後の茨田郡の位置や、交野市域に茨田に関連する地名がみられないこと (交野の地名

が交野郡全体を指すようになるのは交野郡が設置された以降とみる。)等を鑑みると

森・車塚古墳群の被葬者は後の交野連 (肩野連)の社の可能性が高いということにな
る。

先述のとおり記録にない人物も想定できるが、これほど大和に隣接する場所で、長

期間にわたり造営された古墳群の被葬者に関連する記録が全く記されていないとは考

えにくい。
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